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(57)【要約】
　制御方法は、セットトップボックスがタッチ検知スク
リーンから座標を受信することからなる。座標は、セッ
トトップボックスを制御するため解釈され、解釈された
座標に従ってアクションが実行される。さらなる制御方
法は、セットトップボックスが移動を表す信号を受信す
ることからなる。制御機能は、移動を表す信号から決定
され、制御機能が起動される。制御機能に従って、通信
用の信号が生成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セットトップボックスを制御する方法であって、
　タッチ検知スクリーンから座標を受信するステップと、
　前記セットトップボックスを制御するため、前記座標を解釈するステップと、
　前記解釈された座標に従ってアクションを実行するステップと、を有する方法。
【請求項２】
　前記実行するステップは、前記アクションの結果を前記タッチ検知スクリーンに通信す
るステップを含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記通信するステップは、前記アクションの結果を前記タッチ検知スクリーンにのみ送
信する、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記受信するステップは、遠隔にあるタッチ検知スクリーンから前記座標を取得する、
請求項１記載の方法。
【請求項５】
　セットトップボックスの制御方法であって、
　遠隔にあるタッチ検知スクリーンから座標を取得するステップと、
　前記セットトップボックスを制御するため、前記座標を解釈するステップと、
　前記解釈された座標に従ってカーソル位置を形成するステップと、
　前記カーソルに従ってセットトップボックスの機能を起動するステップと、
　前記起動されたセットトップボックスの機能を前記遠隔のスクリーンに通信するステッ
プと、を有する方法。
【請求項６】
　前記形成するステップは、所定の範囲の座標値を占有する座標に従って前記カーソル位
置を選択する、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記形成するステップは、前記カーソル位置に従って機能を選択する、請求項５記載の
方法。
【請求項８】
　セットトップボックスを制御する方法であって、
　加速度を示す信号を受信するステップと、
　前記信号を制御コマンドとして解釈するステップと、
　前記制御コマンドに従って制御機能を起動するステップと、を有する方法。
【請求項９】
　前記解釈するステップは、ルックアップテーブルを使用して、前記信号に従って前記制
御コマンドを特定する、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記解釈するステップは、
　前記信号に従って反対方向の移動を特定するステップと、
　前記特定された反対方向の移動に従って制御機能を起動するステップと、
を有する、請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定するステップは、時間間隔内に行われた前記反対方向の移動を検出する、請求
項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記決定するステップは、前記信号に従って、ある値より大きな方向の移動を特定する
、請求項８記載の方法。
【請求項１３】
　前記決定するステップは、前記方向の移動の方向を検出する、請求項８記載の方法。
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【請求項１４】
　セットトップボックスが、移動を表す信号を受信するステップと、
　前記移動を表す信号から制御機能を決定するステップと、
　前記制御機能を起動するステップと、
　前記制御機能に従って通信用の信号を生成するステップと、を有する制御方法。
【請求項１５】
　前記受信するステップは、ビューイングタブレットの動きに応答して、前記移動を表す
信号を生成する、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記生成するステップは、前記制御機能に応答して前記信号をビューイングタブレット
に通信する、請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記受信するステップは、タッチ座標を示す信号を含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定するステップは、前記移動を表す信号と前記タッチ座標を示す信号とを評価し
、制御機能を生成する、請求項１７記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００７年９月１８日に出願された米国仮出願の利益を請求する。
【０００２】
　本開示は、家庭用娯楽機器の遠隔制御の分野に関し、特に動き検知及び／又はタッチ検
知ディスプレイ画面を含むリモートコントローラに関する。
【背景技術】
【０００３】
　典型的なセットトップボックスは、セットトップボックスメニュー及び／又は電子番組
ガイドの制御を可能にするユーザインタフェースを設ける。これらのメニュー及び電子番
組ガイドは、それぞれセットトップボックス内にあり、又は受信、フォーマット化及び格
納され、オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）又はグラフィックオーバレイとして視聴
可能である。典型的には、ガイド又はメニュー機能は、物理的なボタンの押下又は変調Ｉ
Ｒリンクなどを介した遠隔制御コマンドにより起動される。ガイド及びメニューは、テレ
ビやビデオディスプレイモニタ上のオンスクリーンディスプレイを介したユーザインタラ
クションのためのものである。通常のディスプレイ視聴距離は、画面がユーザから物理的
に離れており、おそらく手の届く範囲を超えていることを示す。リモートオーディオビデ
オディスプレイ、テレビ、ビデオモニタ又はビューイングタブレットは、セットトップボ
ックスの出力信号を視聴するため接続されてもよく、ローカルビューワに提供されるよう
な実質的に同じセットトップボックス制御が、リモートディスプレイ視聴者に利用可能で
なければならないのは明らかである。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の構成では、タッチ検知ビューイング装置は、セットトップボックスとの双方向
通信を有する。タッチ検知ビューイング装置は、音声及び画像ディスプレイを実現し、セ
ットトップボックス及び補助装置を制御するための情報を提供する。さらなる本発明の構
成では、タッチ検知ビューイング装置の動き及び／又は空間向き変更が、セットトップボ
ックス及び補助装置内の選択を制御可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、遠隔視聴及び制御のための本発明の構成のブロック図である。
【図２】図２は、図１の構成において使用される本発明の一例となるビューイングタブレ
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ットを示す。
【図３ａ】図３ａ及び３ｂは、図１及び２の構成に用いられる一例となるシーケンスであ
る。
【図３ｂ】図３ａ及び３ｂは、図１及び２の構成に用いられる一例となるシーケンスであ
る。
【図４】図４は、グリッドディスプレイとして構成される典型的な電子番組ガイドを示す
。
【図５】図５は、図４の電子番組ガイドを示すデータ構造である。
【図６】図６ａ～６ｄは、ツイスト、ティルト及び回転されたときの図２のビューイング
タブレットを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１は、セットトップボックスがオーディオビデオ（Ａ／Ｖ）ディスプレイ装置に接続
されている本発明の構成を示す。さらに、セットトップボックスのユーザインタフェース
がまた、リモートＡ／Ｖディスプレイ、テレビ、ビデオモニタ又はビューイングタブレッ
ト３００の使用を実現する。明らかに、リモートビューイング装置３００は、ローカルビ
ューワに設けられるものと実質的に同じセットトップボックスの制御を可能にする必要が
ある。外部のネットワークフィードが、ユーザの番組選択のためセットトップボックス（
ＳＴＢ）１００に接続され、所望の番組のオーディオビデオ信号を生成するため、チュー
ニング、復調、復号化などが行われる。オーディオビデオ信号のビデオ部分は、オーディ
オビデオディスプレイ１０に接続するための出力ビデオ信号１０１を生成するために追加
又は代用されるオンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）グラフィックオーバレイを有して
もよい。ビデオ信号１０１は、コンポジットアナログ信号、アナログコンポーネント信号
又はコンポジット若しくはコンポーネントビデオ信号のデジタル表現の形式であってもよ
い。オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）又はグラフィックオーバレイは、例えば、電
子番組ガイド（ＥＰＧ）又はセットトップボックスメニューなどを表示することが可能で
ある。
【０００７】
　セットトップボックス（ＳＴＢ）１００はまた、セットトップボックス１００とオーデ
ィオビデオ（Ａ／Ｖ）インタフェースコンバータ２００との間で双方向データバス信号１
１０を接続する独立した情報制御チャネル接続（１０４）を有する。効果的には、ディス
プレイ１０に接続された出力オーディオビデオ信号はまた、おそらくグラフィックオーバ
レイと一緒に、ＭＰＥＧ４などの圧縮アルゴリズムなどを用いてデジタルＡ／Ｖストリー
ムを生成するオーディオビデオインタフェースコンバータ２００に接続される。この圧縮
されたデジタルＡ／Ｖストリームは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの一例となる規格に従っ
て動作する一例となるＷｉ－Ｆｉやデジタルワイヤレスリンク２２６を用いて、リモート
ビューイング装置３００へのアンテナ２２５による送信のため、処理又は変調される。ビ
ューイング装置３００における又は内部のアンテナ３２５は、デジタルＡ／Ｖストリーム
２２６を受信し、実質的にディスプレイ１０に提供される音声と共に画像を生成する。
【０００８】
　しかしながら、上述されるように、番組ガイド及びセットトップボックスメニュー情報
は、セットトップボックス内にあり、及び／又は生成され、物理的なボタンの押下又は遠
隔制御コマンドにより起動される。ガイド及びメニューは、ＯＳＤ又はビデオディスプレ
イ上のグラフィカル画像を介したユーザインタラクションのためのものである。さらに、
最適な視聴条件は、ディスプレイ１０のスクリーンをユーザから離して、おそらく手の届
く範囲外に配置する最小視聴距離を示唆する。従って、ユーザのセットトップボックスの
やりとりは、通常はスクリーン上の指紋の不快さに言及せず、ＳＴＢユーザインタラクシ
ョンのスクリーンタッチ制御のコンセプトを排除しようとするディスプレイスクリーンか
ら遠隔的に実行される。
【０００９】
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　図２は、ディスプレイ１０に接続されたものと同一のものとすることが可能であるか、
又は効果的にはディスプレイ１０に接続されたコンテンツと異なるものとなるようユーザ
により選択されてもよいコンテンツを有するデジタルＡ／Ｖストリームの受信を実現する
リモートビューイング装置３００を示す。ビューイング装置３００は、ユーザがタッチに
よりスクリーン画像の一部を選択することを可能にするため、タッチ検知インタフェース
３０２によりオーバレイされる画像ディスプレイ３０１を利用する。しかしながら、標準
的なセットトップボックスのユーザインタフェースは、タッチスクリーン制御ができない
。
【００１０】
　ユーザビューイングディスプレイスクリーン３０１は、指やスタイラス３１０などによ
り、画像３０３の一部を形成するＯＳＤの選択などにより、特定のスクリーン部分を選択
してもよい。知られているように、ビューイングタブレット３００のタッチ検知インタフ
ェースは、タッチ検知エリア３０２内のスクリーンタッチを特定する座標３１５を生成す
る回路を含む。これらのタッチ座標は、アンテナ３２５を介してビューイングタブレット
３００から、インタフェースコンバータ２００を介しＳＴＢ１１０のソケット１０４に送
信される。双方向パス２０１，２２６は、スクリーン３０１上における画像３０３として
視聴のためのＡ／Ｖコンテンツ１０１を提供し、さらにタッチ座標又は制御命令をＳＴＢ
１００に接続するためのリバースチャネルを提供する。タッチ座標は、典型的にはＯＳＤ
又はガイドグリッドである現在のスクリーンディスプレイの処理及びマッピングんぼため
、ＳＴＢ１００に入力される。ビューイングタブレット３００のための画像マッピングは
、ワイドスクリーン映画などを視聴するため、タブレット３００のアスペクト比やおそら
くソース画像のアスペクト比などの特定のパラメータに基づき実行されてもよい。図６ａ
のタブレット３００は、現在のテレビ規格に係るものと同じ又は同様の幅と高さのスクリ
ーン比、すなわち、１６：９を有してもよい。図６ａでは、ディスプレイタブレット３０
０は、１６：９の一例となる比により表示されるが、ユーザは、図６ｃ及び６ｄに示され
るように、９：１６の比を生じさせる約９０度の回転によりディスプレイを物理的に異な
って方向合わせするよう選択してもよい。さらに、ディスプレイタブレット３００は、回
転、ツイスト、ターン又はティルトされてもよい物理的サイズを有してもよい。従って、
回転されるディスプレイを収容し、表示された画像の幾何学的な歪みを回避するため、デ
ィスプレイ３００上のソース画像マッピングのため各種選択が可能である。しかしながら
、このようなソース画像のマッピングは、ディスプレイ１０に供給される信号１０１に対
する障害なく実行される必要がある。このような画像マッピングの制御及び実現が、以下
で説明される。
【００１１】
　ディスプレイタブレット３００のリモートビューイングスペース３０１は、リモートビ
ューイング装置からのタッチ座標がユーザにより所望されるセットトップボックスコマン
ドを発信するよう解釈されるために、ＳＴＢのユーザインタフェーススペースにマップさ
れる。解釈されたコマンドは、例えば、ＯＳＤ情報の変更や番組選択の変更などを実行さ
せるものであってもよく、その後にこの結果がディスプレイ１０とリモートディスプレイ
３００の双方に通信される。さらに、ディスプレイタブレット３００の操作及び向きはま
た、ＳＴＢユーザインタフェーススペースへのマッピングの必須部分を生成するだけでな
く、さらに制御機能を提供するものであってもよい。上述されたように、タブレット３０
０を約９０度ツイスト又は回転することが、画像に関してだけでなく、特定のタッチスク
リーンエリアの機能的なマッピングを変更することによりユーザ操作性を維持するため、
可能とされる必要がある。例えば、図６ａの検知エリア３０２ａに係るユーザ機能は、デ
ィスプレイ３００が約９０度時計回りに回転されると、検知エリア３０２ａａにマッピン
グされなければならない。
【００１２】
　ディスプレイタブレット３００は、効果的には、図６ｂに示されるように、タブレット
の向き及び／又は動きを検出するための装置を有する。例えば、向きを検出することによ
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って、何れのディスプレイエッジ、ロング又はショートがほぼポイントダウンされている
か決定することが可能であり、このような情報は、ティルトセンサ、傾斜計、加速度計、
ジャイロスコープなどの装置により提供可能である。ディスプレイタブレットの位置又は
向きの変化に関する情報は、ユーザの動き及び／又はタッチコマンドをマッピング又は解
釈するのに利用されるように、インタフェースコンバータ２００及びセットトップボック
ス１００に通信される。ディスプレイの向きの検出は、効果的には、図６ｃに示されるよ
うなリモートディスプレイ画像選択、チャネル変更、オーディオボリュームアップダウン
又はミュートなどの機能制御を提供するのに利用されてもよい。ディスプレイの動きの検
知は、他のユーザ制御機構を提供し、さらにこれは、スクリーンタッチ及び関連する制御
マッピングの回数を減少又は排除することが可能である。
【００１３】
　図２は、ディスプレイ３０１と、セットトップボックスにおいてユーザインタフェース
を更新するのに用いられるタッチスクリーン３０２とを備えたビューイング装置又はタブ
レット３００を示す。タッチスクリーン３０２は、ボタン又はロッカスイッチ３２０によ
って、又は図６ａのスクリーンコーナー３０２ａなどの特定のスクリーン位置をタッチす
ることによって、起動されてもよい。スイッチ３２０は、所望されるＳＴＢ制御機能間の
選択をするため、ダブルプッシュ、トゥ・アンド・フロロック（ｔｏ　ａｎｄ　ｆｒｏ　
ｒｏｃｋ）、又は持続的な起動を可能にする。特定のスクリーン位置の使用は、ユーザが
、ＳＴＢメニューや番組ガイドなどの何れのＳＴＢ機能を制御することを所望するか選択
するのに利用されてもよい。さらに、ダブルスクリーンタッチ又は持続的なタッチは、二
重の制御機能を提供するものであってもよい。例えば、ダブルタッチ構成によって、最初
のスクリーンタッチは、リモートビューワにより制御されるオンスクリーン画像（ＯＳＤ
）部分を決定する。２回目のタッチは、例えば、ダブルタッチコマンドとして認識される
ため、特定の相対的に短時間のウィンドウ内で行われることが要求されてもよく、この２
回目のタッチは、エンター、起動又はコマンド決定を表すものであってもよい。同様に、
持続的なタッチ構成は、例えば、制御対象のオンスクリーン画像（ＯＳＤ）部分を決定し
、延長されるが、相対的に短いタッチ時間に従うことは、エンター、起動又はコマンド決
定を表すものであってもよい。ダブルタッチや持続的なタッチのユーザ制御に加えて、ス
クリーン３０２は、効果的には、所与のインターバルにおいて複数のスクリーン検知エリ
ア又はセル上を指やスタイラスを単にドラッグすることによって、上下左右をスクロール
する機能を提供するようにしてもよい。例えば、限定数のセル上の短いドラッグは、同様
の時間インターバルにおけるより多数のセル上のドラッグがオンスクリーン画像にページ
を変更させる、すなわち、番組ガイドの以降のイベントにスクロールさせるオンスクリー
ン画像位置のわずかな変更を生じさせるものであってもよい。
【００１４】
　上述されるように、ディスプレイタブレット３００は、ＳＴマイクロエレクトロニクス
により製造されるタイプｌ　ＬＩＳ３０２ＤＬなどの加速度計やタブレットの動き及び向
きを検出する同様の装置を含むものであってもよい。タブレットの向き又は動き情報は、
効果的には、制御コマンドを提供するため、また特定のタブレットの向きが回転されたデ
ィスプレイタブレット３００上に表示するためにビデオ信号１０１のみをリマップするた
めに、インタフェース２００及びセットトップボックス１００に供給される。さらに、タ
ッチ座標は、ディスプレイの向き及び選択されたディスプレイレイアウトに従ってリマッ
プされてもよい。連続的な画像サイズ及びレイアウトの変更によりタブレット３００の向
きは、ディスプレイ１０に供給されるビデオ表示信号１０１から独立して実現される必要
がある。タブレット３００の向き変更により生じる画像サイズ及びレイアウトの変更を実
現するため、オーディオビデオインタフェースコンバータ２００は、画像処理制御、画像
スケーリング及びメモリを含むデジタル画像処理構成を含む。さらに、インタフェースコ
ンバータ２００は、セットトップボックス１００から、電子番組ガイドとセットトップボ
ックスメニューを表すデータを受信するようにしてもよい。これらのデータは、ビデオ表
示信号１０１とは別々に提供され、合成されなくてもよい。このように、インタフェース
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コンバータ２００は、ディスプレイ１０上に画像を実現することなく、タブレット２００
による表示のための画像信号をフォーマット化可能である。
【００１５】
　図３ａは、リモートビューワ３００とセットトップボックス１００との間で行われる一
例となるタッチスクリーン制御処理３５０～３６５のシーケンスを示し、番組ガイドがセ
ットトップボックス内で完全に生成され、リモートビューイング装置により視聴されるケ
ースに適用される。ブロック３５０において、タッチスクリーンは、タッチが行われたこ
とを検知する。スクリーンタッチの座標３１５は、セットトップボックス１００への信号
１１０としての復調及び接続のため、一例となるデジタルワイヤレスリンク２２６により
コンバータ２００に決定、変調及び送信される。この座標は、メニューシステムのローカ
ルな状態と現在位置とを含む状態マシーンが所望の位置と当該位置に到達するための適切
なコマンドとを計算するセットトップボックスにおいて受信される。さらに、状態マシー
ンはまた、チャネルの変更などの特定のアクションが要求されてもよいことを決定するよ
うにしてもよい。これは、可能なカーソルの動きに加えて、特定のアクションが要求され
ていることを示すため、同様の座標によるスクリーン上での２回目のタッチ又はダブルタ
ップによって、上述されるように通信されてもよい。その後、ユーザインタフェースは、
適切なコマンドを受信し、必要に応じて新たなカーソル位置とメニュー状態とをセットト
ップボックス状態マシーンに送信する。
【００１６】
　図３ｂは、図６ｂにおいて説明及び図示されるようなビューイングタブレット３００の
動きに関する一例となるシーケンスを示す。ビューイングタブレット３００内の加速度計
などは、矢印６０１，６０２及び６０３，６０４により示される動きを決定する３つの平
面Ｘ，Ｙ，Ｚにおける各値を生成する。図３ｂのブロック３７０は、ディスプレイタブレ
ットのユーザの動きに応答した加速度の値の生成を示す。このような動きは、実質的には
放射状のものである可能性があることは明らかであるが、この動きは加速度計により検知
されるデカルト値Ｘ，Ｙ，Ｚとして決定されてもよい。ブロック３７５において、ディス
プレイを回転、ツイスト又はティルトさせることにより得られる加速度値がインタフェー
ス２００に送信される。ブロック３８０において、加速度値は、例えば、ルックアップテ
ーブルなどを用いることによって、特定の制御機能を表すものとして解釈される。解釈は
、インタフェース２００、セットトップボックス１００又はこれらの双方において実行さ
れてもよい。しかしながら、トゥー・アンド・フロツイスト又はティルトの軌跡でなく、
ディスプレイの回転などを表す特定の加速度値が、表示用の画像を再フォーマット化し、
必要に応じてタッチ検知レイアウトをリオーダするため、インタフェース２００内で使用
される。トゥー・アンド・フロツイスト又はティルトに類似した加速度値は、チャネルア
ップ、チャネルダウン、ボリュームアップ又はダウン、ミュートなどの制御機能などを表
すものとして解釈されてもよい。ブロック３８０において、解釈された制御機能がアサー
トされる。効果的には、このようなビューイングタブレットのトゥー・アンド・フロの軌
跡は、タッチスクリーンの接触なしにユーザ制御を提供することができる。
【００１７】
　図３ａに示される動作シーケンスは、以下の一例となる構成により実現可能である。図
２のスクリーン３０１は、図４に示されるようなガイド（ＥＰＧ）の標準的なバージョン
にマップされる矩形領域に分割される。この場合、各領域は、番組コンテンツを記述する
グリッドガイド部分を表す。図４のセクションＡ０～Ｅ０はホームエリア（チャネル）を
表し、カラムゼロ（０）は現在行われている番組を記述する。しかしながら、このグラフ
ィカル構成は、多数の可能なディスプレイ構成の１つを表す。図４の各矩形は、例えば、
左上のコーナーアドレス、高さ及び幅などにより一意的に特定可能である。一例となる実
現形態では、オンスクリーンガイドデータは、図５に示されるように、各チャネル（Ａ０
～Ｅ０）が横方向のナビゲーションによる選択によっていくつかの番組を表示する（すな
わち、Ｂ０は１～８を示す）リンクトリストとして格納される。しかしながら、他のチャ
ネルにアクセスするため、リストを上下にナビゲートすることが必要である。従来のグリ
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ッドガイドの実現形態では、上下の矢印が番組を選択するのに用いられる。しかしながら
、必然的に番組の接合は揃っておらず、すなわち、各自の開始時刻と終了時刻は各チャネ
ル間で異なっており、このため、複数の必要でない番組選択がアップ／ダウン移動コマン
ドを実現しうる可能性がある。例えば、Ｃ１からＢ行に上方移動するとき、６つの番組Ｂ
１～Ｂ６の何れが選択されるべきか明らかでない。このあいまいさは、ユーザが特定の番
組を選択し、その後必要に応じて左右へのカーソルの移動を選択することによって修正さ
れる。しかしながら、リモートタッチスクリーン処理によって、このオプションは利用可
能でなくなるかもしれない。図５に示されるようなデータ構造を考えると、ユーザインタ
フェースについての正しいコマンドシーケンスの決定は、シンプルなものである。例えば
、図５において、現在のカーソル位置がＡ２であると仮定する。各番組エリア（データ構
造）内には、左上隅、高さ、幅などの位置の一意的な識別子がある。第１の解釈方法は、
以下のように実行されてもよい。タッチのｙ又は垂直方向の座標が、リモートディスプレ
イタブレット３００からＳＴＢ１００により受信され、その後、リンクトリストとそれに
含まれる座標を介しＡ０～Ｅ０をシーケンシングすることによって、何れの行が選択され
たか判断される。当該行の内部において、ｘ又は水平方向のタッチの座標が、水平方向へ
のリンクトリストのインクリメントによって、何れの番組エリアが選択されたか判断する
のに利用される。リンクトリストに含まれる情報を利用して、必要に応じて、方向コマン
ドのシーケンスが、コマンドを実現するためユーザインタフェースに送信可能である。こ
の例について、番組Ｅ２がタッチされた場合、４つのダウンコマンドがＡ２からＥ行まで
取得するのに利用可能であるが、Ｅ２又はＥ３が選択されるべきか否かは明らかでない。
第１の解釈方法のこのあいまいさは、図５のリンクトリストから決定されるような以下の
コマンドにより回避される。コマンドＬｅｆｔ，Ｌｅｆｔ，ｌｏｃａｔｅ　ｃｏｌｕｍｎ
　０、コマンドＤｏｗｎ，Ｄｏｗｎ，Ｄｏｗｎ，Ｄｏｗｎは、所望のプログラムＥ０を選
択し、Ｒｉｇｈｔ，Ｒｉｇｈｔは、求められる時間又は番組Ｅ２を選択する。このように
して、スクリーンの正しいエリアがあいまいさの可能性なく、非タッチスクリーンアプリ
ケーションのＳＴＢのユーザインタフェースパラダイムを変更することなく選択される。
【００１８】
　図５に示されるリンクトリストデータ構造は、スクリーン自体がコマンドに応答して変
化する可能性があるため、各処理後に更新される必要があることに留意することが重要で
ある。例えば、図４のガイドの右側の何れかのボックスの選択は、以降の番組を示すため
、ディスプレイを右にページさせ、これにより、データ構造の変更を求める。
【００１９】
　図５に関して説明される座標マッピングの一例となるシーケンスは、従来のＩＲリモー
ト制御から発生するコマンドと同様のものであって、セットトップボックスのロジックに
より容易に解釈可能なコマンドシーケンスを生じさせるものであってもよい。
【００２０】
　図６ａは、１６：９などのアスペクト比を生成する向きによるディスプレイタブレット
３００上の画像６００を示す。画像６００は、説明の簡単化のため、３０２ａと３０２ａ
ａなどの破線の矩形の周辺アレイのみを有して示されている。これらの破線の矩形は、タ
ッチセンサ３０２を構成する各検知エリアを表し、これらの検知エリアは実質的にディス
プレイ３０１をカバーする。上述されるように、ディスプレイ３００の動きを検知するこ
とによって、スクリーンタッチを要求することなく、制御コマンドを発生又は生成するこ
とが可能である。さらに、特定の制御機能は、スクリーンタッチの必要性を軽減又は回避
するため、ディスプレイの瞬時のトゥー・アンド・フロの前後左右の傾きにより生成する
ことが可能である。
【００２１】
　図６ｂは、ディスプレイタブレット３００の可能なユーザの動き又は移動を示す。タブ
レット３００の移動は、図示されるような３つの平面Ｘ，Ｙ，Ｚにおける動きを決定する
加速度計などの装置により決定されてもよい。矢印６０１，６０２により示されるディス
プレイの平面におけるタブレットのツイストは、少なくともＸ及びＹの検知平面において
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発生する加速度値により決定される。矢印６０３，６０４により示される前後の動きは、
Ｚ平面又は軸において生成される加速度値により表される。
【００２２】
　矢印６０１は、ディスプレイの平面における可能な時計回り方向の回転を示す。明らか
に、回転は反時計回りの方向にも可能であり、さらにこのような時計回り及び／又は反時
計回りの回転は、セットトップボックス及び／又はインタフェース２００において異なる
機能の選択のため制御コマンドを区別するのに認識及び利用されてもよい。
【００２３】
　しかしながら、このような空間上の向き変更はまた、特定の制御機能に対して必要とさ
れるタッチの回数を最小限にするため、検知エリア３０２ａなどの特定の位置におけるス
クリーンタッチと組み合わされてもよい。例えば、ユーザは、親指で検知エリア３０２ａ
を覆いながら、左手でディスプレイを握ってもよい。ディスプレイ３００を時計回りに回
転すると、ティルトセンサとタッチ座標の双方からの情報が、インタフェース２００とセ
ットトップボックス１００に送信される。インタフェース２００は、セットトップボック
スからの画像６００を現在処理しており、さらに電子番組ガイド（ＥＰＧ）を表すデータ
を取得するようにしてもよい。画像６００とＥＰＧデータは、インタフェース２００内に
あるスケーラ回路によりピクチャ・アウト・オブ・ピクチャとしてフォーマット化された
一例となる９：１６画像を生成するため、スケーリング及び合成される。このようにして
、ディスプレイ２００を備えたリモートビューワは、ディスプレイ１０に接続される信号
１０１を妨げることなく、第２の又は他の画像ソースを観察するようにしてもよい。しか
しながら、番組ガイド６２０ｂ内で選択が行われた場合、ディスプレイ１０に接続される
信号１０１はこれに応じて変更される。
【００２４】
　図６ｃにおいて、ディスプレイタブレット３００は、一例となる９：１６の比のディス
プレイを生成するため、９０度だけ向き変更される。図６ｃは、異なるサイズを有し、ピ
クチャ・アウト・オブ・ピクチャフォーマットにより構成される一例となる２つの画像６
００ｂ、６２０ｂを示す。ソース画像６００は、画像６００のジオメトリを維持しながら
、ディスプレイ幅の範囲内に適した画像６００ｂを生成するため、スケーリング又は縮小
される。画像６００の縮小結果は、ディスプレイスクリーンが番組ガイド６２０ｂ、セッ
トトップボックスメニュー、パーソナルピクチャ又は壁紙などの他の画像を表示するのに
利用可能なエリアを有するようにしてもよいということである。
【００２５】
　図６ｄは、画像６００の高さが図６ａの１６：９のタブレットの向きと同様に維持され
るが、画像６００が不完全なピクチャ６００ｄを水平方向に生成してクロッピングされる
さらなる画像マッピング選択を示す。この画像選択はさらに、欠落した又はクロッピング
されたピクチャコンテンツ６１０ｃを明示するため、矢印６０５ｃにより表される水平方
向の画像パンニング（ｐａｎｎｉｎｇ）を可能にするようにしてもよい。画像パンニング
は、方向の指の動きによって、又はディスプレイティルトの軌跡によって、実行されても
よい。図６ｃ及び６ｄは、例えば、ディスプレイ３００の回転方向により実現されてもよ
い。例えば、図６ａのディスプレイ３００が時計回りに回転される場合、図６ｃのフォー
マットが生じすることになり、反時計回りの動きは図６ｄのフォーマットを生じさせるよ
うにしてもよい。従って、ディスプレイを回転させることによって、ビューワは、ボタン
やタッチスクリーンの接触なく、またディスプレイ１０に提供される画像を妨げることな
く、第２の又は補完的な画像を迅速に確認するようにしてもよい。
【００２６】
　ビューイングタブレット３００のタッチ及び動きインタフェースが、標準的なセットト
ップボックスのユーザインタフェースレパートリーと異なる又は存在しない制御機能をリ
モートビューワに提供することが可能であることが理解されるであろう。さらに、これら
の効果的な制御機能は、ビューイングタブレット２００内にあるソフトウェアによって、
又は標準的なセットトップボックスに付加される補完的な解釈アルゴリズムによって、適
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切な標準的セットトップボックスコマンドを利用するため、変換可能である。これら効果
的な各種構成は、セットトップボックスのガイド又はメニューがどのように制御されるか
に関係なく、すなわち、プッシュボタンスイッチ、リモート制御コマンド、タッチ又は動
きコマンドによって、セットトップボックスのユーザインタフェースが実質的に同様に視
覚的かつ操作的に維持されることを可能にする。

【図１】

【図２】

【図３ａ】



(11) JP 2010-539849 A 2010.12.16

【図３ｂ】 【図４】
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【図６ｃ】
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